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絹絲の凝固に關する研究
酸及鹽類の絹絲腺中のフイブロイン凝

固に及ぼす影響について

平澤勝

1緒　　　　　言

　絹の凝固に關する研究は、絹綜構成に關する研究の根原を爲すものにして、夙くよIP研究せられた

りと難も、未だ不明なる黙甚だ多し。殊に絹緋腺中に在る「ゾル」状のフイブロインが前部緋腺部に到

りて、内部摩擦の爲めに、或る程度の適當なる凝圃をなし、然る後に獄児の螢繭運動による牽引凝圏

の行はれたる結果、完全なる「ゲル」歌の絹質に攣化する黙に到りては、何等の化學的攣化の起り陀り

と認め得べきもの無く、箪なる物理的攣化による歌態攣化と認め得べきを以つて、研究困難なる結果、

獲表せられたる研究甚だ少し。

　Jr－一ゾー　（Auzouxユ862）、ギルソン　（G，　G趣011・ユ890，1904）．爾氏はフイリツプ氏腺の分泌物

は、液歌絹を凝固せしむる性能を有する物なりと焚表し。ペルソン及びクアィア（E・Versort　e七弧・

Quajat　1896）爾氏は，フィリツプ氏腺の分泌物は．絹縣の凝固と何等異條なしと。オーゾー及びギル

ソン爾氏に反する結果を磯表せられたり。叉ヂユボア（R．Duboi，1889，18go）氏は、液歌絹の凝國

は，、一種の酵素の爲めに起さるN作用にして、酸素を必要とすと。次にフオア（C・Foa　1ρ12）氏は、

液歌絹の凝固は、酵素の作用にあらす、叉フィリツプ氏腺分泌物にもあらす、牽引によりて起る擬固

なるを、テグXの製法によりて誰明し、此凝固を牽引凝固（Zug・ger呈nしmg）と稻したり。尚叉平塚博士

（ユ915）絹綜の形成にっきて、絹質は、絹細泉中に陰性膠質として存在し、前部縣腺に到りて、内部摩

擦の爲めに適當なる或程度の凝固をなし、獄児の醤繭運動による牽引凝蹟こよりて、絹質は繊維状「ゲ

ル」の歌態となり、かSる織維歌「ゲル」の状態をなす絹質は相集りて東歌の小織維をなして、経に一一・一

本の絹綜を形成するに到る詳細なる研究を獲表ぜられたり。余の研究は主として中部縣腺vl二の液歌絹

が前部綜腺に到りて、内部摩擦の爲めに、或程慶の適當なる凝固をなす其程度及其後に於ける牽引凝

閲に關して，人工的に絹縣腺内の絹質をば二三の酸類及璽類に塵理して凝固ぜしめたる實瞼の一端な

り。

　　　　II實瞼の方油

　ユ．　絹縣腺の刎出方法

　絹縣腺内にある絹質は、極めて不安定なる過飽和朕態にありて、僅少なる刺激によりても直ちに凝

団ぜんとする傾殉を有するを以つて捌μ1に當りては特に充分なる注意を嬰す。
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　先づ五齢熱慧兇の胸部の2・3・環節に渡る郁分を鋏を以つて切解し、静かに絹紛腺を座出せしめ、前

部綜腺をなる可く頭部に近き部分に於て切り放つ、然る時は絹糾腺は腺細胞を損傷する事なく。從つ

て内部に存する絹質をぱ何等の攣化、刺激を與ふる蜘なく捌出する事を得。

　2・　捌出したる絹懸腺の洗糠

　捌出したる絹縣腺は、前部縣腺の先端をつまみて、蒸溜水中に吊し、附着せる血液をば良く流去せ

しめ、炬を吸取紙の上に載せて、二三分間放置する時は、絹縣腺」に何等の損傷を與ふる事なく水分を

除調する事を得。

　3・　絹縣腺を凝固ぜしむる方法

　2の塵理を施したる絹綜腺をば、共のまS、所定の凝麟夜に浸して…窺時llll後是れを取出し、扮指

と人差指との聞に前部縣腺部と後部懸腺部とをつまみて、主として中部綜腺をば、爾手を以つて初め

緩かに、絡り強く延引しつS、テグス状に凝圃せしむ。

　此…建時間或る凝圃液に浸漬して得る凝固を、假りに第一・凝囮と命名し、後段の爾手を以つて延引せ

しめて凝圃せしむる事柄を第二凝団と命名す。

　4，絹綜腺の凝固程慶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　絹綜腺D凝固は、「セリシン」の凝団及び「ブイブロイン」の凝固の二種に颪別ぜざる可から腹「セ

リシン」は第一一一・・b第二凝圃共に無定形の凝固をなすものX如し。然るに「フイプロイン」は第…凝岡

に於ては、「セリシン」と何等i攣りなき凝団をなして、匝別し得られざれども、第二凝固に於て初めて

織維歌の凝固をなす窮は、卒塚博士の研究と良く一一blする所なり。

　本實瞼に際して、遭當なる凝固と定めたる瓢は、第一凝國が第二凝闘をして、原絹紡腺の長さの6－．．8

倍に延長して止まり、そのま主にて容易に切断せられざる第一、第二凝固程度にして、此際分泌細胞

は白破片となりて、延長しっNある絹綜腺上に附着し、延長3－4倍に到る迄は「セリシン」「フイブロ

イン」共に透明なれども、5－6倍に到るに及びて「フイブロイン」は漸次乳白色を呈するに至る。是

れ師ち「ブイブロイン」が織維状組織を形成するが爲めに、歌態攣他を起して光線の通過圃難となり

たる爲なり。而して此時の「セリシン」の歌態は「フイブロイン」と共に延長する力を失ひて、桝々

切断し葵歌を呈するに到る。　「フィプロィン」は尚ぼ延長を績けて．原長iの7－8倍にi至る迄乳白色を

幾分増加しつS、絡に麺長停止鮎に及ぶ。

　若し第一凝固が適當なる凝固鮎より凝固撰度少き時は、第二凝固せしむるに當りて延引容易にして

延引する長さは、凝固程度の少き程長く延引し得らる、も、延長繰作に當りて所々切断し一一本の連結

したる線と爲し難く、叉之に反して、第一凝固が適當なる職より凝固程度進みたる噛は、延慢困難に

して其長さも6－8倍以下となり、當然太き短かき線を形成するに到る。

　爾ほ凝固歌態はも第一一凝固に於ける凝闘剤（coagulaiユt）の惚質によりて異1）、酸類又は酸性鞭類の

濃慶高き物にて凝固♂しむる時は、筑白色不透明（繊維状凝國）域は、乳白色不透明にして容易に織

維炊分裂（小繊維）をなさしめ傷る凝固を爲し．中性瞳類の飽和液rl著にて凝圃せしむる謹Pち水素イオ

ンの作用に依らす、脆水咋用（deliLydratioli）による時は透明なる硝子棒刃夫の凝圃をなさしむ。

III費　　　　　験　　　　　　　　　、

　1・酷　　　　酸　。

　（イ）氷酷酸10一ユ部を蒸溜水100部中に稀めて窒温（22°）に於て第一凝固を行ひ、績いて第二凝

固を行はしめ、凝固度を測りたるに次の如き結果を得海り。
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氷酷酸の漉度　　塵理時閥　　　凝　固　度

　　1！1”1［　　　　　1分　　　　第一凝固少し

　　1！川，　2　適度
　　ユ／leo　　　　　3　　　　　　　〃

　　ユ／loけ　　　　　4　　　　第一凝圃過度

　　2／lt）0　　　　　1　　　　適　　　度

　　1；／蜘　　　　　　1　　　　　　　〃

　　一］／IOt，　　　　　　1　　　　　　　〃

氷酷酸の濃度　　腱理時間　　　凝　問　度

　　「／i〔川　　　　　　1分　　　　適　　　度

　　6／1ul〕　　　　　1　　　　　　　”

　　7！1｛即　　　　　1　　　　　　　”

　　s／tuo　　　　　1　　　　第一一凝固過度

　　1ソ蜘　　　　　　　1　　　　　　　　〃

　10／蜘　　　　　　1　　　　　　　”

　上記の結果の如く，　i／ioofi、塵理時田i、！分聞にては、第一・凝圃不足してv第二凝圃せしむるに當

り絹継腺は、原長の8倍以上に延長して切断す。浦して適度なる第一凝固は2－3分間の糊にそ了はるS

が如し。

　2／iooes・’一一77ioo】分間圃lllにありては、何れの1・援に於ても殆んど趨度と認め褐べく、醗酸の増加τよ

りて，幾分凝圃度増進の傾向を認め得らるsも、特に著しき麗異を認め得す。然るにti／iO‘｝匪以上に至

るに從ひて第一凝固過度となり、延長は減少し、同口寺に線の太さを墳大す。

　以上の結果より見る時は、酷酸の濃度増大に從ひて、第一凝閲は促進せらる。

　（ロ）　1／100酷酸　10e・‘：を水100c．eに稀めて、第一pJ凝固IVこ態及時聞を測りし糸ll果次の如し。

礎理時問　　　凝固朕態　　　凝［1到程度

　　1分　　　連績ぜす　第一凝固不充分
　　5　　　　　　　．〃　　　　　　　　　〃

　　ユo　　　　連　績　す　　第一凝圃適當

　　2（，　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃

腱理時間　　　凝固状態　　　1夢畦固程度

　　30分　　　連　績　す　　第一凝珂適當

　　60　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　go　　　繊維llX凝固ななす　　　　〃

（’・）1／1・・醗酸5…をフtc・100e・etC稀めたる液。此液のP．H慣2．8（比色法）

慮理時間　　凝剛伏態　　　凝固深呈度

　　1分　　　連績ぜす　　第一凝団不充分

　　5　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　］0　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　20　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

麹理時間　　　凝固胱態　　　凝固程度

　　30分　　　連績rtす　第一凝固不充分

　　45　　　連績繊糊犬凝固　　第・凝［、lij　me當

　　｛IO　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　90　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

（昂）　】ん。醗酸1c．（’｝を水100c・（忙稀めたる液。此液のP．H贋3．6（比色法）

威理時聞　　　凝固状態　　　凝固程度

　　1分　　　蓮績ゼす　第一一・A凝圃不充分

　　5　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　］O　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　20　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

庭理博閥　　凝固状態　　　凝固程度
　　30分　　　漣績ぜす　　第一凝固不充分

　　45　　　蓮績繊維凝固す　　i直　　　　當

　　60　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　93　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　（ホ）1んo醗駿o・1c・cを水1000・Cに稀めたる液。此液のP・H慣4．4（比色法）

　上祀の濃度の液を以つて、庭理時闇L2．3．4．5．時1田、凝圃歌態ぱ蓮績せす3く第一凝固毘度もAthく不

十分なり。爾此直に於て2時間以上虞理を施す時は．絹質物は腺細胞を以って作られたる胞を破りで

脱融し、器底に授がり、其一部分は凝固液中に撰散して幾分白濁を呈し來るを以て到底凝固歌態を測

b得られす。

　2・硫　　　　酸
　前記酷酸の絹糸糸腺の凝圃に及ぼす影響にっきて知り得たるP・Hl質の範關によりて實瞼を行ひて次の

如き恭占果をそ尋たり。

　（イ）　1／1。N硫酸、此P・H贋b　1・L）（比色法）
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施理時間　　凝固状態　　 凝固程度

　　1分　　遮績tfす　白濁　第一凝固不定

　　2　　　　　〃　　　　”　　　　　”

　　3　　　　　　〃　　　　〃　　　　　〃

腿理時間　　凝闇駅態　　 凝固程度i

　　齢　　漸く蓮績す　白濁　　第一凝固不定

　　5　　蓮　　績　”　蓮　　　當
。　10　　　　　〃　　　　〃　　　　　”

（ロ）　1／ioN硫酸10e．cを水100c・c中に稀む。此P・H償2・2（比色法）

轟理時閲　　凝圃状態　　 凝固程度

　　1分　　　連績ぜす　第一凝固不充分

　　5　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　ユ0　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

塵理時間　　凝間状態　　 凝固程度

　20分　　連績ぜす　第回凝固不充分

　30　・連績繊維状凝固す　適　　　當

（ハ）1／IoN硫酸1c・cを水100c・e申に稀む。此時のP・H慣2・6（比色法）

堪理時間　　凝固状態　　　凝圃程度
　　JO’・）　　　連綾rfす　第一一凝圃不充分

　20　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　30　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

塵理時間　　凝固状態　　　凝固程度

　60分　　　漣i績　す　　第一凝固侮不充分

　】20　　　　　〃　　　　魎　　　當

　此匠に於て2蒔間以上に亘りたるものは、絹質物、腺細胞の胞中より眈出して測定困難となれるを

以つて行はす。

　3・酸性硫酸力1里

　豊温22°eに於て飽和溶液を作り是を基本液として使用す。

基本液3水威螂＄間　凝固状態　凝固程度

」．1：0　　1s）　　　逗　　績　　凝固充分

　唱1：1　　1　　　〃　　不充分
2・工：1　　2　　　　”　　通　　當

3・1：4　　1　　　　”　　不充分
　1：4　　2　　　　”　　　適　　當

‘1・1：8　　1　　連績ぜず　　不充分

　　”　　　2　　連績す　　　〃
　　”　　　3　　　　”　　　適　　當

5．1：16　　1　　連織ぜず　不充分
　　〃　　　　2　　　　　〃　　　　　〃

　　”　　　3　　蓮績す　　　〃

　　”　　　4　　　　”　　　適　　當

6・1：32　　1　　蓮績ぜす　不充分
　　〃　　　　2　　　　　　〃　　　　　　〃

　　”　　　3　　蓮績す　　　〃
　　”　　　4　　　　”　　　適　　當

基本液：水　塵理噂間　　凝固朕態　　凝固程度

7，　1　：50　　　　1分　　　　漣」績ぜす　　　不充分

　　〃　　　　鶉　　　　　〃　　　　　〃

　　〃　　　　3　　　　　　〃　　　　　　〃

　　”　　4　　蓮綴す　　　”
　　”　　　5’　　　”　　　壷　　當

S．1：10G　1　　蓮績ぜす　不充分
　　〃　　　　2　　　　　〃　　　　　〃

　　〃　　　　3　　　　　〃　　　　　〃

　　〃　　　　4　　　　　〃　　　　　〃

　　”　　　　5　　　　　〃　　　　　〃

　　〃　　　　6　　　　　〃　　　　　〃

　　”　　　7　　連績サ　　　”
　　〃　　　　8　　　　　〃　　　　　〃

　　〃　　　　9　　　　　　”　　　　　　〃

　　〃　　工0　　　　”　　　適　　當

而して各濃度に於ける凝圃液のEH債は下の如し。　（比色法による）　　　　　　　　　・

　　　凝固学掻S番號34567S　　　RII　　慣　　　　　　　　　 1，2　　　　　　］，2　　　　　　】，G　　　　　　］，8　　　　　　コ，8　　　　　　2，2

4・酸性’硫酸曹逮

室温20°cに於て飽和液を作り基本液となす。

轡：弊騨難噸鰭乏斐1轡弊騨難蹴響鵯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
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　1：1　　2　　　蓮　　績　　適　　當

　1：4　 1　　　”　　諸｛充5＞
　　”　　　2　　　　”　　　適　　當

3．1：8　　1　　連績ぜす　不充分
　　〃　　　　2　　　　　　〃　　　　　　〃

　　”　　　ll　　連績す　　　”
　　〃　　　　tL　　　　　〃　　　　　　〃

　　”　　　5　　　　”　　　適　　當

4．1：16　　1　　不蓮績　不充分
　　〃　　　　2　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　　3　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　魂　　　　　〃　　　　　〃

　　”　　　5　　　浬　　績　　　〃

　　”　　　6　　　　”　　　適　　當

5，1：32　　1　　連縫ぜす　不充分
　　〃　　　　2　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　3　　　　　　〃　　　　　　〃

　　”　　　4　　　蓮績す　　　”

5．1：32　　5　　　悲績す　適　當
　　〃　　　　6　　　　　　〃　　　　　　〃

G．1：50　　工　　蓮績ぜず　不充分
　　〃　　　　L）　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　　3　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　4　　　　　〃　　　　　〃

　　〃　　　5　　　連績す　　　〃

　　”　　　｛｝　　　　”　　　適　　當

7，1：　100　1　　漣績ぜす　不充分
　　〃　　　　2　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　　3　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　4　　　　　　〃　　　　　　”

　　〃　　　　5　　　　　　〃　　　　　　〃

　　〃　　　　10　　　　　　〃　　　　　　”

　　〃　　15　　　蓮績す　　　〃
　　〃　　　　16　　　　　　”　　　　　　〃

　　〃　　　17　　　　〃　　　適　　當

　　〃　　　18　　　　　〃　　　　　〃

　而して各匝に於ける凝固液のP・H贋は下の如し。（比色法による）

　　　　凝固液番號　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　s
　　　　　P．｝工儂　　　　1“．）　　コ，曾　　1，‘2　　1，fS　　l，6　　畢

5・硫酸アンモ呂ア　　．
　室温22’eに於て飽和液を作り是を基本液とす。而して庭理時闇は適度に達する迄とす。

　基本液：水塵理時間　凝固状態　凝固程度　　基本液：水盧理時間　凝固状態　凝固程度

　　　1：0］Ofi　rli穿刊犬連績魎當　 1：830分謂刊犬連績適當
　　　1：1　】5　　　〃　　　 〃　　　　　1：16　1SO　　不遽績　 不充分
　　　1　：　4　　　　20　　　　　　　　　〃　　’　　　　　　　〃　　　　．　　　　　　　　　1　：32　　　　－　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

　6，硫酸力ll果
　基本液：水　塵理時間　　凝固状態　　凝固程窒　　　　基本液：水　塵理暗聞　　凝固状態　　凝固程度

　　　1：0　10B　硝お伏連績　適　常　　　　1：8　90分　　不癌績　不充分
　　　1　：　1　　　〃　　　　　　〃　　　　　　〃

　7．硫酸曹達
　基本液：水　塵理時間　　凝固状態　　凝固程度　　　　基奉液：水　威理時間　　凝固状態　　凝固程度

　　　1：0　10分　硝子状連績　適　當　　　　1：8　90分　　不蓮績　凝固不能
　　　1　：1　　　〃　　　　　〃　　　　　〃

　8．　駐奮隻　イヒ　　：カ11　三艮

轡：桝甑灘轟霊固程露i轡：沓塵欝間讐畿灘難
以上の外糎化曹慈、鞭化苦土、硝酸曹達、等22”eに於ける飽和液を以て實瞼を行ひたるも、第一・一・一

凝圃速鹿返iく測定困難なり。

　　　Iv縮　　　　括



　2臼　　　　　　　　　　　　　慧　　　練　　　墨　　　維　　　誌　　　　　　　　　　　〔第ヨ特

　コ・人工的絹縣構成に當りて、絹縣腺中のブイブロィンは二段の凝固を必要とす。其第一凝固は、

液1伏絹質物が未だ不安鑓なる歌態にありて、牽引運動に劃しで切断せぎる程度に於て・容易に延展し

得るナ伏態にあるを要し、第二凝固は第一凝固せるブイブロインをして最大限の凝圃黙に到らしむるを

要する牽引力による凝固である。

　2．　第一凝圃に於ける水素イオン濃度はFI．IP1，2より3，8に亘る範圃内に於てi適當度を得。

　3・第一凝固に於ける水素イオン濃度の減少と庭理時聞の長さとは相反比例するが如く、而して適

當なる第一・凝圃鮎を持績せしむる時間は相當長きものL如し。

　4・酸性盤類飽和液及其高濃度液の第一凝圃に及ぼす作用は、水素イオン濃度及晩水作用のこ原因

によるものと認め得。

　5・中性璽類飽和液の、第一凝固に及ぼす作用は恐らくは脆水作用にのみ依るものと認め得べく、

從つて濃度の減少は直ちに凝圃能をして減滅せしむ。　以上

　　　　　　　　　交　　　　献
　Auzoiix，　Catalc）gtte　de　1S62（Citecl　after　Blane；1’・，　tete　clu　Bonn．　Mori．）

　Gilgon。　　　G，　La　Cellule　（6．　1890；10　1904）

　Verson，　1弓．　　　et　（luejat，　E．　H　fUugells　e　Iiarte　seric［）】a　（工896）

　Duboi．　B，　Sur　ltl　solidifiention　du　fil’cle　soie　L：borat，　d，etucle　de　ltli　soie，（18S9－90）

　Carlo．　Foi｝，1〈011－Zeitschr，10，7－12（1912）

　ZF　塚　英　吉　　獄業試瞼場報告第一巻第三號　大正五年一刀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（曜｛禾口五年五月一「・日受理）

桑横の樹液流動開始期測定法

i遠　藤　　保　　太　　郎

山　　下　　忠　　雄

緒　　　　　言

　桑樹が冬季の休眠期から日醒めて濃育期に移らんとする際、根の吸水作用は既に獲芽前より起り、

樹艦内に汗液の流動を開始することは周知の事實であるが、其時期を的確に而も簡翠に測定する方法

に就ては未だ研究が進んでゐなhのである。

　桑樹の樹液流動醐始期を正確にづ；ロる必要ある所以は、（1）接木並に挿木用穗木探集の適期を決定する

ため、（2）接木用砧木共他一般桑苗の掘取適期を知るため、（3）据接の適期を知るため等であるが、爾樹

液流動開始期と獲芽侍期との關漂を明にすれば．或一・…地方に於ける其年の聯獄催青着手期日藩くは掃

立期日等を合理的に豫定し得る便釜があるであらう。

測　定　方　法

　從來樹液流動の有無を判臨する方便として．樹皮を爪で少しく剥いで見て、容易に離るれば樹液に

富める証とし、然らざれば樹液流動前と看倣したのであるが．之は樹液の流動開始後、形成暦が活動

を起しi柔軟なる細胞厩を新成するため樹皮がそこから劒げ易くなるからである。


